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decide on ... か decide + O で迷うところ。後者でもあやまりと言いきれないが、自動詞 decide+on+名詞

の方が planの場合には formalと言えるかもしれない。「もっとも適当」ということで on（H)を選んだ方が無

難だろう。

over を入れるかどうかだが、bend over backwards to (do)で「（無理をしてでも）一生懸命～する」。bend

backwards=「譲歩する」。someone in need=困っている人 この言い方をしらないと、over を選び出すの

はむずかしい。ただ、困っている人を助けるために「身をかがめる」＝bend というところからひねり出すこ

とも不可能ではないだろう。

「いい歌詞の歌」だから、songs with good lyrics と考えればいいだろう。

, as can be found ... の asは「関係代名詞（非制限的用法）」。例文：He was late, as is often the case with
him. 遅刻した, 彼にはよくあることだが.

Maybe を「たぶん」と考えると混乱するだろう。ここは、「できれば・・・」という感じ。つまり、できれば、もう

一ついただきたい」という意味合い。on second thought(s)=考え直してみて

break=《口語》〈ニュースなどが〉伝えられる，知れ(わた)る.コメント： break は、「壊れる」（自動詞）、「壊

す」（他動詞）という意味が基本にあるが、古いものが壊れて新しくものが出てくる、現状を打ち破る、とい

った「再生」のニュアンスを含む場合もある。in doubt=不確か、はっきりしない

解答例：
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support は他動詞。

with respect to＝～に関して、 あるいは without respect to＝～を配慮せずに、から類推することになる

か。「チームプレイをする動機づけになるよう配慮して・・・」

get into mischief=いたずらを始める

＜ There is light at the end of the tunnel. トンネルの先に明りが見える。

press for～を強く求める［要求する・申し入れる］

＜ This is a present for you.

step up= 強める、強化する measure=対策、政策 urge +人+ to (do)の語法も確認を。ここは受け身の

進行形であることも要確認。

keep it on か keep it up か？単に「続ける」のか頑張って「続ける」のか、を判断する。

It is 形容詞 ＋ （ ）人 ＋ to不定詞 の前置詞。中学レベル

＜ at the risk of contract=病気にかかる

解答例：


